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会社概要

概 要
社名 エネルギープロダクト株式会社

所在地
●本社 東京都千代田区飯田橋1-3-2
●三沢事業所 青森県三沢市三沢淋代平2460
●茨城事業所 茨城県日立市十王町高原1411-1
●北海道事業所 北海道千歳市末広2丁目3-18

●余市すこやか自然農園 北海道余市郡余市町豊丘609
●雫石事業所 岩手県岩手郡雫石町長山極楽野220-1

●山都事業所 熊本県上益城郡山都町滝上223

代表者 代表取締役 丸山 一孝
設立 平成3年10月21日
資本金 9,888万円
従業員 約90名
売上規模 約70億円(2018年3月期)
資格 ●特定建設業 ●ISO9001:2008
事業内容 ●再生可能エネルギー他、各種プラントの

開発・設計・施工
●再生可能エネルギー発電事業

●各種プラントの運営・アフターサービス
●農業

加盟団体 ●太陽光発電協会
●日本風力エネルギー学会
●日本小型風力発電協会

沿 革
1991年 エネルギープロダクト有限会社 創立
1995年 青森県六ヶ所村 財団法人 環境科学技術研究所で

『ミニ地球』運用支援業務開始
1999年 微生物関連の研究開発事業を行う

株式会社環境テクノリサーチ 設立
2000年 三沢技術センター竣工

八洲電機と共同で株式会社サイエンテック設立
2003年 東海大学と直線翼垂直軸風車に関するライセンス

契約を締結
2004年 本社を千代田区に移転
2008年 デンソー東京と風力発電システム他販売契約
2013年 太陽光発電事業開始
2014年 株式会社サイエンテックを吸収合併
2015年 本社を千代田区飯田橋に移転
2015年 ISO9001：2008認証取得
2015年 茨城事業所開設
2016年 北海道事業所開設
2017年 韓国との太陽光発電合弁事業(合計82MW)発電開始
2018年 三沢工場竣工

北海道サンケン農園と業務提携、農業事業開始
株式会社ノアと特殊セラミック技術等業務提携
農業、水処理、健康分野に本格参入

==モットー=========================
⚫人や地域社会の困った問題に寄り添う
⚫人がやりたがらないことをスマートにやる
⚫技術的アプローチで問題を解決する
⚫当社の事業が社会貢献そのもの
====================================



わが社の将来ビジョン

⚫インフラやサービスの行き届かない過疎地

⚫エネルギーやごみ処理、水や食料、そして医療や教育な
ど、地域社会に必要な基幹的事業を地産地消で循環させ
て、地域の自前の生活圏・経済圏を構築するもの。

⚫災害に強い、感染症にも強い、環境にも優しい、当社独
自の自立分散型スマートコミュニティー

⚫過疎化に歯止めをかけて地域社会に貢献し、

⚫ひいては国家的な課題解決に貢献

〇〇くらし野合同会社　
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青森県三沢市
16.2ha 

地域再生事業の現状

岩手県雫石
ワサビ苑2ha

ミニコミュニティ

北海道余市24ha

果樹園

青森横浜16.2ha
ﾊﾞｲｵ発電+施設野菜

栃木県高根沢2ha

酪農+ﾊｳｽ野菜

熊本山都町4ha

ﾊｳｽ野菜+通信教育

沖縄名護市0.84ha

ﾊﾞｲｵ発電

千葉県木更津
市42.8ha

栃木県宇都宮
市14.5ha

茨城県日立市
130ha

青森県むつ市
42ha

北海道石狩市
160ha

群馬県片品村

注)図中赤色吹き出しは進
行中のプロジェクトで黄色は
計画中の案件を指す。
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Ⅰ．山都町について

1

2

山の都、山都町の概況

有機農業の町、山都町

6

3 SDGs未来都市、自治体SDGsモデル事業



１．山都町について （１）山の都、山都町の概況
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農業従事者が約４割

基幹産業は農業

今後、地域を維持するため
には基幹産業である第一次
産業の維持、発展が必須

九州のど真ん中、阿蘇南外輪山から九州山地の脊梁までを圏域とし、

標高300ｍから900mの中山間準高冷地。県下一の広さで、総面積の7割が

山林・原野、田・畑2割、農業においては条件不利地域、米、お茶、高冷地

野菜、肥後の赤牛等が有名。人口1万4千人、過疎化が進む農業と林業が

基幹産業の典型的な中山間地域。



１．山都町について （２）有機農業の町、山都町
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1970年代「全国有機農業大会」が山都町で開催されたことを機に、以後40年以上にわたり
有機農業に取り組む地域として知られ、九州で有機農業者数が最も多い地域。

・蒲島県知事へ農林水産大臣賞の報告 2014年4月12日

山都町有機農業協議会が第15回環境保全型農業推進コンクール農林水産大臣賞受賞

・山都町有機農業協議会のここがすごい！ （出典 NPO法人 熊本県有機農業研究会）

熊本県内の有機農業者の中でダントツの1位（2014年調査）。九州でもNo.1！

全国の山間・中山間地域×集落営農×棚田のお手本

山あいの棚田（犬飼）峰地区の棚田

• 平成30年度中山間地域等直接支払制度の実施状況において、山都町は水田の
協定面積、交付金額においては県内1位。（条件不利地が多い）

• 急傾斜地が多いという条件不利にも関わらず、農家数が多く小規模ではある
が管理が行き届き農村の空間が維持され、棚田百選に同町から2ヶ所選定。

http://www.kumayuken.org/research-project/survey.html


➢ 2021年5月、自治体によるSDGsの達成に向けた優れた取組を行う都市として
『2021SDGs未来都市』に選定され、併せて先導的な取組として『自治体SDGsモデル事業』
（全国10都市）に選定された。

SDGs未来都市、自治体SDGsモデル事業に選定

9

出展：山都町

１．山都町について （３）SDGs未来都市、自治体SDGsモデル事業







Ⅱ．実証概要

1

2

3

実証事業の概要

ドローンを活用した施肥・生育診断

スマートトラップによる罠遠隔監視

12

4 水位センサーを利用した水管理



１ 目標に対する達成状況

〇各技術の導入、労働時間は全体で50%削減。 作業別の削減率：

①液肥散布・防除：88% ②水管理：86%、 ③鳥獣害対策：64% ④除草：30%

〇長雨によるいもち病被害などで慣行栽培の収入が落ち込む中、水稲の収入については有機栽培
によって慣行栽培比38%増加、里芋の収入についても慣行栽培比30%の増加。

導入技術

目標

①有機農業の見える化（BLOF営農システム）、②ドローン（追肥・センシング）、
③鳥獣害対策（スマートトラップ）、④ラジコン草刈機、⑤棚田の水管理システム、⑥直進アシストトラクタ

○スマート農業導入で、棚田において労働時間35%削減・収入15%増加、露地野菜において
労働時間35%削減・収入30%増加を目指す。

○農作業一部の地域コーディネーター（新世代型の農業支援サービス請負）委託モデル構築。

スマート農業を導入した国際水準の有機農業の実践による中山間地域と
棚田の活性化モデルの構築 竹ノ原農園他（熊本県山都町）

＜実証面積：12ｈａ＞ ＜実証品目：水稲10.5ha 里芋1.5ha＞

〇 棚田や水田の農作業・雑草防除・鳥獣害対策に関するスマート農業技術を地域コーディネーターにより展開。

① 各種データをAIで分析して高品質・高収量型の国際水準の有機農業を確立。

② 中山間地域の課題をIoTの活用や農機具のシェアリングで解決。

③ 地域コーディネーターの情報のクラウド化による低コストでの農業支援サービスシステムの構築。

背景及び取組概要
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作業管理ソフト
・全圃場、各実証担当者
の作業内容を見える化
し、データを蓄積

除草機材
・6種類の除草機材を導入し
傾斜角に応じた最適な機材
を用いることで、作業時間を
大幅に削減

生育診断
・小型ドローンによる定点
観測、熟練指導者による
葉色診断の実施

ドローン防除
・大型ドローンの自動走行
により、液肥の散布にか
かる時間を大幅に削減

鳥獣害対策
・捕獲時の通知により日々
の見回りにかかる時間を
削減

作業管理 畦畔除草 水管理 生育診断 防除 鳥獣害対策

水位センサー
・遠隔での水位確認を可
能にし、水管理にかかる
見回り時間の削減

スマート農業を導入した国際水準の有機農業の実践による中山間地域と
棚田の活性化モデルの構築 竹ノ原農園他（熊本県山都町）



実証① BLOF営農支援サービスによる誰でも実践可能な有機農業を実証

取組概要 実証結果
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〇 前作の土壌分析結果に基づき施肥設計ソフトを使用した施

肥を実施、6月にBLOF農法の勉強会を開催し、インストラクター

指導のもと、長雨・病害虫対策として、細胞と細胞壁を強化する

ミネラル（Mg、Si）と食酢（水溶性炭水化物）を散布し、初期のい

もち病の被害を軽減を目的とした。

(使用機器) BLOF®ware.Doctor（施肥設計診断ソフト：クラウド）、

Dr.ソイル（土壌分析セット）

〇 土壌分析キット、施肥設計ソフト利用には慣れが必要、

入力作業1圃場10分から5分に短縮。

〇投入資材コスト幅は、6万円から1万円弱、目標反収を決

めて、上限値-下限値内で不足する要素分の資材を追加。

〇今後は、9月に秋ワラ処理の勉強会を開催し、登熟期ま

でに、ウンカに負けない丈夫な稲づくりに向けて、ミネラル

と食酢の散布を実施し、慣行と有機による水稲・里芋の収

量調査や食味比較を行い優位性を検証



実証② 各種センサー情報による食味・収量との相関関係の実証

取組概要 実証結果
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（１）土壌環境のリアルタイム計測と、
気象観測装置による圃場の遠隔監
視等、栽培環境を見える化する。
（２）AIに使用する各水田の情報を
水田カルテとして整理する。
また、R２年度とR３年度の情報を
使ってAIで収量・品質の予測を試
みる。

（１）昨年度予定通りに実施できた。
（２）R２年度のデータを使って、AIによる回
帰で計算式を作成した。R３年度のN・P・K

の施肥量（その他のデータは維持）から、R

３年度の収量・品質を予測を試みた（以下
の図）。

赤い点：R２年度実測値、青い点：R３年度予測値
現在、圃場数が26地点である。AIによる予測精度を高
めるにはデータの蓄積が必要である。



実証③ リアルタイム生育診断による失敗しない栽培を実践

取組概要 実証結果
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〇 ドローンによる液肥等の散布は10a当り６分（準備３

分）、慣行の背負い式動噴作業（50分）と比べ約1/8に作

業時間が短縮、目標50％低減を達成。（前年は8分）

〇 8/13葉色スケール、Spaｄ計を用いて葉色診断、葉色

解析サービス「いろは」との画像診断情報を整理中。

〇 JA指導員の助言に基づき、葉色が薄い２圃場におい

て、JAS認証資材の液体肥料を流し込み穂肥対策を実施。

〇 小型ドローンの撮影画像をもとに、稲の重要ステージ（田植

後の植え痛み、最高分けつ、穂ぞろい）の画像データ収集、ド

ローン画像を用いて葉色解析サービス「いろは」による画像診断

を実施。小型ドローンによる生育診断、大型ドローンによる液剤

散布により、作業時間を効率化

(使用機器) 小型ドローン（画像診断）、大型ドローン（液肥散布）、

葉 葉色解析サービス「いろは」（クラウド）



ドローンを活用した施肥・生育診断 （1/2）
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【肥料の散布の様子（右：散布のルート）】

➢ 散布に要する時間は10aあたり約6分（準備時間3分含む）と、従来の背負い式動噴に
よる作業時間約50分から大幅に削減された。

➢ 高低差のある圃場を移動する必要もないため、身体的負担も軽減されている。



ドローンを活用した施肥・生育診断 （2/2）
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➢ 小型ドローンによる空撮画像を基に生育診断を実施。葉色を見ながら追肥などを検討。
➢ 追肥が必要な場所にピンポイントで液肥を散布できることから、経費削減が期待。
➢ 今回は全体的に生育が芳しくなかったため、有機栽培でも使用可能な液肥の流し込
みを実施。

㈱スカイマティクスの葉
色解析サービス「いろは」
による診断結果

水口から液肥を流し込ん
でいる様子



⚫2021年には、従来の49分/10aから6分/10aと88％の削減を達成。

ドローンによる防除
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〇背負い式動力噴霧
作業者 ：1名

〇農業用ドローン
作業者 ：2名



実証④ スマートトラップを利用した鳥獣害対策

取組概要 実証結果
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○捕獲状況の確認だけでなく、餌を補充する

ためにも見回りが必要であることが新たに

課題として浮上した。餌の残量を遠隔で監

視する方法について検討する。

○前年度設置した箱罠と異なる設置条件で

箱罠もしくはくくり罠を設置し、遠隔監視装置

を設置する。箱罠よりもくくり罠が最適な時

期もあることから、本年はくくり罠についての

遠隔監視も対象とする。

○遠隔で定期的に定点画像を送信する

仕組みを整えた。9月に現場の箱罠に

設置して、遠隔から餌の残量の確認が

可能かどうかを検証する予定。

○前年度設置した場所とは異なる箇所

（山間部の土手）のくくり罠にスマートト

ラップを7月に設置した。捕獲された動

物の種類や数について、昨年同様にモ

ニタリングを行う予定。



（令和3年度成果④）スマートトラップを利用した鳥獣害対策
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設置箇所と捕獲状況(2021年8月〜9月25日)



スマートトラップによる罠遠隔監視（1/2）
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(株)huntech スマートトラップ

https://huntech.jp/

ワイヤー接続部がマグネットで本体とくっついている。
罠作動時にはワイヤーで引っ張られてマグネットが外
れ、携帯電話通信網を通して管理者にメールで通知す
る。

⚫ 捕獲状況の見回り回数削減以外に、止め刺しなどの捕獲後処理の迅速化。

⚫ 餌の残量確認の見回り負担も大きいことが判明、餌の残量を遠隔から確認でき
る定点カメラを試験的に導入し、継続的に餌の残量を遠隔監視可能。

https://huntech.jp/


スマートトラップによる罠遠隔監視（2/2）
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生産者圃場に設置されている箱罠

① 箱罠、スマートトラップ、遠隔監視カメラなどの獣害対策の機器一式：30万円程
度の初期費用が必要、経済的負担が大きい → 機器一式のシェアリング化

② 電気柵の効果を維持するために電圧が下がらないよう断線や雑草接触の日々の確認
が必要 → 電気柵の電圧を遠隔監視しりシステム整備

③ 機材の設置、見回り、餌の補充および捕獲後の対応 → 作業委託の体制整備



鳥獣害見回り回数の削減

⚫ 慣行(スマートトラップ導入前)と比較して、見回り回数を2020年度と
2021年度の平均で64％削減でき、目標としていた50％削減を達成。

⚫ 期間中の捕獲数は、2020年度はイノシシ13頭、アナグマ1頭、タヌキ3
頭の合計17頭、2021年度は、イノシシ4頭、タヌキ1頭の合計5頭。

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 慣行見回り間隔はヒアリングによるもの。 

※2慣行の見回り回数は、慣行見回り間隔による算出値。見回り回数は、トレイルカメラにより撮影された状況から判断した。 

餌の補充は見回り回数に含まない 

※3 くくり罠については、少し離れた場所からの確認で通過と見回りの区別が困難なため見回り回数計測はしていない。 

図表４-１ スマートトラップ設置対象罠の見回りの状況および削減割合の一覧 

2020 2021 慣行 2020 2021 慣行 2020 2021 2020 2021 2020 2021

1 生産者A-1 3 10 3 9 10 16 8 10 8 9 10% 13% 7 0

2 生産者A-2 3 10 2 10 2 10 5 1 70% 90% 1 1

3 生産者B 1 30 10 11 31 8 15 30 3 2 77% 69% 6 4

4 生産者C-1 3 10 7 10 5 10 3 50% 1

5 生産者C-2 7 4 0 4 0 4 0 100% 0

6 生産者C(くくり罠)※3 3 0

7 生産者D 2 10 2 10 1 85% 0

8 生産者E 2 15 5 67% 2

合計 74 24 20 75 32 23 79 24 12 17 5

平均 12.3 4.8 6.7 12.5 6.4 7.7 13.2 4.8 3.0 60% 68% 2.8 1.0

２年平均

対象罠数 5 3 5 3 5 3

捕獲頭数
削減

割合

見回り回数[回]※2

慣行

見回間隔[日]

※1

設置場所

罠

番

号

9月 10月 11月

慣行
実績 実績 実績

5.7 9.5 10.4 3.9 64%



実証⑥ 無電化で安価な水管理システムを利用して作業負担を軽減

取組概要 実証結果
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〇 通信機器が改良（３G４G切替）され、山間地特有の通信事情

が不良の谷筋３圃場において水位観測データ取得が可能になり、

6農家の登録圃場「水位の見える化」が実現。

(使用機器) 水田farm水位センサー、給水ゲート、

水田farmアプリ（クラウド）

〇 １回あたりの水管理の見回り時間：22分（13枚）

から6分（5枚）、毎日→週１（1/7）へ省力化。10a当

たり年間7.4時間（県指標値）から年間3.7時間と5割

以上の削減見込。

〇 一部、ソーラー蓄電池の改良が必要な機器が出てい

るがメーカー修理対応予定。

〇 今年は干ばつに見舞われず、適度な降雨量があり、

天水のみで水田・畑地ともに生育良好。8月中旬に長雨が

続いたが、里芋には好影響。

計測ルート ～岩部氏～ 計測ルート ～八田氏～

水管理作業時間計測
岩部氏 圃場数：13 八田氏 圃場数：5



水位センサーを活用した水管理 （１）概要

27

自宅

竹ノ原地区直線距離1.7km

（距離2.1km）

熊本県上益城郡山都町麻山

➢ 農家自宅から約2km離れた圃場の水管理を省力化することを目的に、水位セ
ンサー（自動給水装置や水位観測装置）を設置し、揚水ポンプの電源遠隔操
作状況を調査した。

山都町

圃場位置



水位センサーを活用した水管理 （２）圃場名と給水設備の配置
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揚水ポンプ１

揚水ポンプ２

自動給水栓 ８ヶ所

手動バルブ ３ヶ所

01

02

03

04

05

峠

中

下

下

上
長狭地

くらとこ 5枚

しげむた 4枚

やまんかみ 2枚 高低差 45ｍ

貯水槽
揚水配管 総延長240m

給水配管 総延長490m

圃場数11枚（2.3ha）

ポンプ電源

揚水ポンプ ２台

➢ 本圃場は標高600ｍを超える高地にあり、45ｍ下から水をポンプで汲み上げている。
➢ ポンプバルブの開閉に加え、圃場の給水栓の開閉にかかる時間的負担が大きかった。



水位センサーを活用した水管理 （３）水位センサー（水田ファーモ）
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スマホ画面
水位計測装置
（太陽光発電）

通信装置
（100V電源）

➢ 水位センサー（㈱farmo製）により、圃場の水位がスマホの画面で確認できる。
➢ 日々の見回り時間が削減できるだけでなく、大雨の際など見回りに危険が伴うタイミン
グでも、安全に水位の確認を行える。

➢ 中山間地域は電波状況が不安定という課題があるため、通信装置を設置している圃
場もある。



水位センサーを活用した水管理 （４）給水ゲート（水田ファーモ）
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給水停止

給水開始

（低水位）

（高水位）

➢ 給水ゲート（㈱farmo製）は、スマホと連動させることで、給水ゲートの開閉を遠隔で操
作できる。

➢ アプリで最高水位、最低水位を設定しておくことで、操作を行わずに自動でゲートの開
閉が可能。

➢ 見回りだけでなく、ゲートの開閉にかかる作業時間も削減できる。



水管理作業時間の削減

⚫一月当たりの見回り回数及び移動時間のいずれにおいても、最大で86％の削減効
果が見られた。
⚫湛水状況の確認チェックだけでも、農家の心理負担軽減、安心感増大！



Ⅲ．傾斜角に応じた除草機材の組合せによる除草作業の効率化

1

2

中山間地域特有の圃場事情

除草機械の特徴

32

3 傾斜角の算出

4 除草機材の利用状況



１．中山間地域特有の圃場事情
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➢ 中山間地では、圃場の形がいびつ、畦畔が狭い、急傾斜な斜面等、除草作業を
行う上での課題が山積している。

➢ 6種類の除草機を導入し、圃場の特性に応じた機械を使うことで、身体的負担の
軽減や省力化、作業時間の削減を検証している。

不整形な圃場 急傾斜の法面狭い畦畔



２．除草機械の特徴 （１）除草機械の紹介
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手押し型（GC-703）手押し型（GC-K502） ラジコン型（AJK600）

ラジコン型（Spider） ラジコン型（smamo）
トラクタ取付型

➢動画再生

➢動画再生

https://youtu.be/WpA6NXPWldc
https://youtu.be/KsZDH4urWi8
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手押し型（GC-703）

手押し型（GC-K502）

• 狭い畦畔の除草に利用
• てこの原理を利用し、斜面の除草も可能
• 除草の経験が浅い人でも利用が容易

• 除草部が折れ曲がるので、畦畔と法面の除草が
一度に可能

• 除草部を平らな状態で使用することで、畦畔に限
らず平坦部の除草も行える

• 除草の経験が浅い人でも利用が容易

２．除草機械の特徴 （２）各機械の特徴 （1/2）

トラクタ取付型

• 馬力があり、刈払機での除草が難しい雑草の刈り
取りが可能

• アームを伸ばすことで、他の除草機械では対応で
きない急斜面の除草が可能

• トラクタが大きいため、除草可能な範囲が限られる
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ラジコン型（AJK600）

ラジコン型（Spider）

ラジコン型（smamo）

• 平坦部や農道の除草に効果的
• 緑肥の刈り取りにも利用可能
• 操縦がシンプルなため、扱いやすい

• ウィンチがついているため、スパイラル杭と組み合わ
せて利用することで急傾斜部の除草が可能

• 4つの車輪が360°動くため、操縦には慣れが必要

• 高さが無いため、樹木の下などに入り込んでの除草が
可能

• 操縦がシンプルなため、扱いやすい
• 急傾斜地では横転のリスクがある

２．除草機械の特徴 （２）各機械の特徴（2/2）



37

傾斜区分（°）

しげむた２

しげむた３

しげむた４

やまんかみ

しげむた道上

傾斜区分マップ
60°以上（黄色、オレンジ色）の傾斜地があるた
め、ウインチを用いたスパイダー除草も困難。

しげむた道上
しげむた２

しげむた３

やまんかみ

1747.2m2

2239.5m2

1040.2m2

地形特徴が
乏しく計測不能

斜面の面積算出
ドローンで撮影した複数静止画を用いてGoogle
mapでは算出できない斜面の実面積を算出可能

➢ Google mapでは除草地の正確な面積や傾斜角の算出が不可能
➢ https://earth.google.com/web/@32.71324347,131.04732844,572.05347271a,
3509.73402509d,30y,0h,0t,0r

➢ ドローンで上空から撮影した圃場写真により、除草地の実面積の算出、傾斜角度
ごとに色分けした3Dの傾斜区分マップ作製。現地で実面積や傾斜角の実測を行
い、傾斜区分マップの検証。

➢ 傾斜角マップと実測の結果を基に傾斜区分に応じた最適な除草機材の選定。

３.傾斜角の算出 実証⑤ 畦畔の種類に応じた除草作業の効率化

https://earth.google.com/web/@32.71324347,131.04732844,572.05347271a,3509.73402509d,30y,0h,0t,0r


労働時間（全体）の削減率

⚫熊本県農業経営指標の標準作業時間と比べ、作業時間が大幅に削減された。



Ⅳ．中山間地域における農業支援サービスの提供

1

2

農業支援サービスとは

山都町での農業支援サービス（コントラクター）の取組

39

3 進捗状況

4 中山間地のメリットと課題



１．農業支援サービスとは

➢農業の担い手不足に対する対応には、スマート農業技術の活用が有効だが、スマート農機が高価である
ことや、ドローンの操縦などの新しい技術を習得するのに期間や手間を要することなどから、これらの課題を
解決することが求められる。

➢ このため、スマート農機を活用した現場での作業代行や、農機自体のシェアリングなどを行う農業支援
サービスを活用することで、持続可能な農業を実現していくことが必要。

40



２．山都町での農業支援サービス（コントラクター）の取組

➢ エネルギープロダクト㈱がコントラクターとして、実証に参加している農家へサービスを提供している。
➢来年度以降、山都町内への展開がコントラクター業務を普及するために重要になってくる。
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エネルギープロダクト㈱が提供するサービス内容

・水管理 ・生育診断 ・施肥・防除 ・畦畔除草 ・鳥獣害対策 ・土壌分析

【畦畔除草（before ⇒ after）】

【料金イメージ】
30円/㎡×○㎡+オペレーター料金（2,000円/時間）



２．山都町での農業支援サービス（コントラクター）の取組
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【肥料の散布（右：散布のルート）】

【料金イメージ】
3,000円/10a+オペレーター料金（2,000円/時間）
（資材費は別途生産者負担）



２．山都町での農業支援サービス（コントラクター）の取組
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【生育診断（右：「いろは」による葉色診断）】

【料金イメージ】
3,000円/10a+オペレーター料金（2,000円/時間）
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３．進捗状況

作業項目 1回当たりの料金 備考

土壌分析 8,000円/圃場
土壌分析・施肥設計　5,000円/圃場
BLOFware　　　　　　  3,000円/圃場
作業時間は1圃場当たり、30分とする。

水管理 一式レンタル料 17,000円/年
水位センサー：5,000円/台
給水ゲート：10,000円/台
設置撤去費用：2,000円/台

スマートトラップ レンタル料等 23,000円/年
機器代：14,000円/台
管理費：6,000円/台
設置撤去費用：3,000円/台

除草機 30円/㎡
10a当たり、200㎡除草地があると設定
作業時間は1.0ha当たり、15時間とする。

ドローン
生育診断、緑肥、追肥、防除

各3,000円/10a

溶剤費等は別途委託者持ち
作業時間は1.0ha当たり、20分とする。
種子及び液肥は委託者負担

畝立（里芋） 10,000円/10a
施肥畝立マルチを同時に行う。内訳は以下の通り。
畝立：7,000円　施肥：3,000円
作業時間は10a当たり、2時間とする。

植付（里芋） 〃
種子は委託者負担
作業時間は10a当たり、6時間とする。

収穫（里芋） 〃 作業時間は10a当たり、5時間とする。

オペレーター料 2,000円/時間

作業項目 1回当たりの料金 備考

土壌分析 16,500円/圃場
パナソニックが提供する土壌分析。耕起

時点での土壌の状態を総合的に判断。

水管理 27,000円/年

宮崎県農政水産部の料金例。水位や水温

の遠隔監視、給水ゲートの自動開閉であ

り山都町のものと同じ内容。

2,200円/10a ㈱オプティムの料金例。

1,190円/10a 北海道の料金例

3,000円/10a 宮崎県農政水産部の料金例。

ドローン

中山間地域の圃場は不整形のため、ドローンへの登録
に時間がかかるため、平場の料金と比較すると若干割
高となる。しかし、同じ中山間地を有する宮崎県と比較
すると同様の料金設定であり、今回の単価は妥当であ
ると考えられる。

➢ 初年度、生産者に実施したヒアリングを基に作業ごとの単価を設定した。
➢ 本年度はこの単価を基に収支シミュレーションを作成している。
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３．進捗状況

％ 目標との差 3,902,040 円

2021/4月 2021/5月 2021/6月 2021/7月 2021/8月

作業合計 売上目標 5,830,000 円 進捗率 33.1

2022/3月

作業代金 人件費 作業代金 人件費 作業代金 人件費 作業代金 人件費 作業代金

2021/9月 2021/10月 2021/11月 2021/12月 2022/1月 2022/2月

人件費 作業代金 人件費人件費 作業代金 人件費 作業代金

1 48,000 3,000 0 0 31,920 8,000

人件費 作業代金人件費 作業代金 人件費 作業代金 人件費 作業代金

483,300 75,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

1,000 0 0 02 0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 00 6,120

0 0 0121,320 22,000 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0 43,080 14,000 0 0 0 0

0 0 0

0 0

0

5 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0

0

0

0

0

0 0 00 0 0

00 0 0 0 0 06 0 0 0 0 0

0 0 00 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0 0

0 0 00 0 0 0 0 0

8 20,000 24,000 1,950 2,000 6,000

0 0 0

2,000 0 0 0 0

7 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0

0 0

0

9 20,000 8,000 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0

0

0 0 0

0 0 0 0

0

0

0 0 0

10 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0

00 0 0 0 0 00 0 0 0 0 00 0

0 0 00 0 0 0 0 0

12 10,000 4,000 0 0 0

0 0 0

0 0 0 0 0

11 10,000 12,000 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0

0 0

0

13 0 0 0 0 0 0 46,440 10,000

0 0 0 0 0 00 0

0

0 0 0

21,000 0 0 0

0

0

0 0 0

14 0 0 9,000 6,000 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0

00 0 0 0 0 00 0 0 0 0 00 118,020

0 0 00 0 0 0 0 0

16 30,000 12,000 0 0 0

0 0 0

0 0 0 0 0

15 30,000 36,000 0 0 4,000 0 32,580 7,000

0

0 0 0

0 0

0

17 10,000 12,000 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0

0

0 0 0

0 0 0 0

0

0

0 0 0

18 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0

00 0 0 0 0 00 0 0 0 0 00 0

0 0 00 0 0 0 0 0

20 10,000 12,000 0 0 0

0 0 0

0 49,920 14,000 0 0

19 10,000 4,000 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0

0 0

0

21 10,000 4,000 0 0 6,000 10,000 38,430 11,000

0 0 0 0 0 00 0

0

0 0 0

0 0 0 0

0

0

0 0 0

22 160,000 13,000 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0

00 0 0 0 0 00 0 0 0 0 00 0

0 0 00 0 0 0 0 0

24 0 0 0 0 56,040

0 0 0

24,000 0 0 0 0

23 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0

0 0

0

25 0 0 3,600 7,000 23,820 2,500 0 0

0 0 0 0 0 00 0

0

0 0 0

0 0 0 0

0

0

0 0 0

26 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0

00 0 0 0 0 00 0 0 0 0 00 0

0 0 00 0 0 0 0 0

28 0 0 0 0 0

0 0 0

0 73,500 6,000 0 0

27 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0

0 0

0

29 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0

0

0 0 0

12,000 0 0 0

0

0

0 0 0

30 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0

00 0 0 0

31 0 0 0 0 0 0 0 0

0 00 0 0 0 0 00 6,420

0 0 0 0

計 368,000 144,000 14,550 15,000 127,780

0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

0 0 0 0 046,500 854,730 157,000 164,400 36,000 0

0 0 0 0

0

小計 512,000 29,550 174,280 1,011,730 200,400 0 0 0

0 0 0 0 0 00

単位：千円

事業年度 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

Ⅰ イニシャルコスト 8,500 3,000 5,500

返済額（リース） 100 100 100 100 100 0 0 0 0 0

返済額（その他） 1,600 1,600 1,600 1,600 2,100 500 500 1,600 1,600 1,100

返済額（合計） 1,700 1,700 1,700 1,700 2,200 500 500 1,600 1,600 1,100

Ⅱ ■売上高

土壌分析及び施肥設計

　土壌作り － 208 347 464 547 599 728 859 859 859

　オペレーター料 － 16 27 36 42 46 56 66 66 66

水管理作業

　水位センサー 91 454 175 234 276 302 368 434 434 434

　給水ゲート 260 501 669 789 864 1,050 1,239 1,239 1,239

　設置撤去作業 - 60 100 134 158 173 210 248 248 248

除草作業

　急傾斜地 80 308 515 688 811 888 1,079 1,273 1,273 1,273

　緩傾斜地 60 - - - - - - - - -

　オペレーター料 104 124 206 275 325 711 865 1,020 1,020 1,020

施肥防除作業

　生育診断 200 230 385 514 606 663 806 951 951 951

　水田施肥 138 169 282 377 444 486 591 697 697 697

　水田追肥 30 0 0 0 0 0 0 0 0

　オペレーター料 24 71 119 158 187 409 497 586 586 586

スマートトラップ作業

　機器代 80 0 0 0 0 0 0 0 0

　管理費 40 0 0 0 0 0 0 0 0

　設置撤去作業 - 0 0 0 0 0 0 0 0

里芋作業

　畝立 - 80 134 178 210 230 280 330 330 330

　植付 - 80 134 178 210 230 280 330 330 330

　収穫 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　オペレーター料 - 96 160 214 252 553 672 793 793 793

合計 1,107 1,896 3,084 4,119 4,858 6,156 7,481 8,828 8,828 8,828

1．売上総利益 1,107 1,896 3,084 4,119 4,858 6,156 7,481 8,828 8,828 8,828

【進捗管理シート】 【収支シミュレーション】

キャッシュフローはプラス

■税金

各種税金（41%) 0 -792 -1,002 -744

6．当期純利益 -3,028 -1,139 -1,442 -1,071

７．返済可能額 -1,328 561 258 629

2021/9/24現在
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４．中山間地のメリットと課題 （１）メリット

➢ 作業時間短縮については、圃場巡回のルート設定が重要と考えていた。

➢ 中山間地である山都町は標高差から、田植え時期が異なるため、田植え順
にコーディネーター業務を実施すればよく、複雑なルート設定が不要である。

⇒中山間地域のメリットと言える。

【当初想定していたコーディネーターの最適な動き】
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４．中山間地のメリットと課題 （２）課題

【シルバー人材利用時との比較（除草：１haあたり）】

※１算出根拠
シルバー人材 15,000円/日
１回の作業で３人依頼すると仮定する。
（８時間労働とすると計２４時間）
15,000円/日×３人＝45,000円

※２算出根拠
１haあたり2,000㎡の除草面積と仮定
2,000㎡×30円/㎡＝60,000円
人件費は１時間あたり2,000円/人
１haあたりの作業時間は１５時間とする
2,000円/人×１５時間＝30,000円
60,000円＋30,000円＝90,000円

45,000

90,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

➢ 現時点ではシルバー人材と比べると割高だが、今後シルバー人材の人手不足も懸念
されており、農業支援サービスのニーズは高まると考えられる。

➢ １haあたりの作業時間は約40％削減（24時間→15時間）。



実証⑦ 外部作業委託・米転作・有機栽培による農業者所得向上を実証

取組概要 実証結果
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〇 外部作業委託による草刈作業を各農家１～3回実施、

水位センサー導入により水管理の作業時間と合わせて

35％以上、軽減。

〇 田植が早い標高が高い圃場から作業を進め、2人1組

同時作業、作業機械の移動ロスが軽減するように工夫、

毎週末に次週の作業スケジュール確認等、プッシュ型作

業で業務改善。

〇 今後、増加傾向にある集落営農組織を対象とし、人材

育成を含めた外部作業委託業務展開の計画策定予定。

〇 外部作業委託、①除草ロボット、②ドローン、③BLOFシステ

ム、④水位センサー、⑤スマートトラップの5点について、スマート

農業機器を駆使しながら、実証ノウハウをブラッシュアップ。

(使用機器) 除草機械６タイプ、小型大型ドローン、 BLOF営農シ

ステム、水田farm水位センサー・給水ゲート、スマートトラップ

ラジコン型（AJK600） ラジコン型（Spider） ラジコン型（smamo）

• 平坦部や農道の除草に効果的
• 緑肥の刈り取りにも利用可能
• 操縦がシンプルなため、扱いや
すい

• ウィンチがついているため、スパイ
ラル杭と組み合わせて利用するこ
とで急傾斜部の除草が可能

• 4つの車輪が360°動くため、操縦
には慣れが必要

• 高さが無いため、樹木の下などに入
り込んでの除草が可能

• 操縦がシンプルなため、扱いやすい
• 急傾斜地では横転のリスクがある

手押し型（GC-702）手押し型（GC-K502）

• 狭い畦畔の除草に利用
• てこの原理を利用し、斜面の
除草が可能

• 除草の経験が浅い人でも利
用が容易

• 除草部が折れ曲がるので、畦畔と法
面の除草が一度に可能

• 除草部を平らな状態で使用すること
で、畦畔に限らず平坦部の除草可能

• 除草の経験が浅い人でも利用が容易

トラクタ取付型

• 馬力があり、刈払機での除草が難し
い背高い雑草の草刈が可能

• アームを伸ばすことで、他の除草機
械では対応できない斜面除草可能

• トラクタが大きいため、除草可能な
範囲が限られる

9/3現地勉強会には町内
の３集落営農法人参加



定植前 第1回 第2回 第3回 第4回

実証⑧ IoTや高機能機械の利用や専門家と連携することで地域コーディネー
ターが儲かるビジネスモデルを実証
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【標高差による作業時期の違い】

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

5/25

定植

定植

9/56/1 定植 7/20

9/15定植

9/14定植 6/24 7/30

8/31

8/31 9/9

定植

9/147/136/24613.1

507.0

483.1

447.7

444.0

345.8

岩部　司

田上　貴士

八田　祥吾

稲葉　富人

中畠　由博

鳥越　靖基

6月 7月 8月 9月標高

（単位：m）
生産者名

5月

➢ 定植前～第4回それぞれの除草において、おおよそ標高が高い圃場から低い圃場
へと除草作業が推移していることが読み取れる。

➢ 来年度以降のコントラクター業務においては、標高の高い圃場から低い圃場の順
で除草を実施することで、作業日程の分散を図る。

高

低



最後に （1/2）

➢地域の維持・発展を支えるため、地域コーディネーターが農業をサポートする体制の重要
性はますます高まると考えられる。

➢そのためには、サポート体制の構築と合わせてスマート農業の専門人材育成が求められる。
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スマート農業および農業支援サービスの普及を目的とした生産者向け勉強会の様子



最後に （2/2）

➢農業支援サービスの普及を目的に、地域の生産者向けに実演会を実施した。
➢参加した生産者にヒアリングを行ったところ、農業支援サービスの詳細を初めて知った
（「名前を聞いたことがある」＋「今回初めて知った」）と回答した人は５人中４人。

➢認知度は低かったものの、利用意向がある（「利用を検討したい」＋「ぜひ利用した
い」）と回答した人は5人中5人と、認知が進めば、地域への浸透が期待される。
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農業支援サービスについて 農業支援サービスの利用意向



（令和3年度成果(全体)）スマート農業技術の普及に当たっての具体的課題

○ 農業支援サービスを事業として継続するためには、集落営農法人や生産者
への普及啓発が不可欠であり、機械メーカーとタイアップした生産者向けの勉
強会やスマート農業を推進PRするなど周知を促す場が必要。

○ 農業支援サービスを提供するための人材育成（スマート農業機器に慣れる

ためのPDCAサイクル実務研修）

○ 機械が高額のため個人での所有が難しく、小グループ単位の所有でも稼働

率が悪い（機械のシェアリングや機械銀行と人財派遣のセット、スマート農業

公社等）

○ スマート農機（ドローン、水位センサー、スマートトラップ等）利用に必要な初

歩・基本的な知識・技術や専門知識・技術の習得（現場で簡易な修理対応でき

る範囲の知識や技能）

○ 農家のICT教育の推進とともに、農業の現場に介在する地域コーディネー

ター（エリアマネージャー）やICT人財の発掘及び育成、農家目線にたったス

マート農業人材育成が急務
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以上


